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―― ：H１１年の汀線 

   ：H１１年汀線＋50ｍライン 

上
記
に
示
す
資
料
内
容
を
踏
ま
え
て
、
委

員
の
方
々
は
約
七
十
分
程
度
討
議
を
行
い
ま

し
た
。
海
岸
保
全
施
設
に
つ
い
て
の
意
見
が

多
く
、
こ
れ
は
施
設
配
置
に
よ
り
安
全
面
や

利
用
面
に
も
影
響
が
あ
る
た
め
保
全
施
設
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。 

第
三
回
協
議
会
の
議
題
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
項
目
に
つ
い
て
資
料
中
に
整
理
し
ま
し
た
。 
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第
３
回
協
議
会
・
近
藤
委
員
長
に
よ
る
講
演
会
開
催   !! 

浜風 通信 第 5 号  平成 12 年 12 月 16 日（土曜日） 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
◇
委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見 

第
三
回
協
議
会
の
際
に
、
近
藤
委
員
長
の
講
演
会
（約
三

十
分
）を
開
催
し
ま
し
た
。 

近
藤
委
員
長
の
講
演
会
で
は
、
茅
ヶ
崎
の
海
岸
整
備
の

際
に
、
海
岸
環
境
の
向
上
と
い
う
視
点
か
ら
有
用
と
考
え

ら
れ
る
環
境
楽
器
に
つ
い
て
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

・図
―
②
は
、
日
本
大
学
の
学
生
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

環
境
楽
器
の
提
案
で
す
。
海
岸
の
風
と
人
工
的
な
素
材
（
ア

ク
リ
ル
な
ど
）
を
利
用
し
て
、
海
岸
の
自
然
の
音
を
奏
で
る

楽
器
で
す
。
孔
が
多
数
あ
い
た
図
の
よ
う
な
ア
ク
リ
ル

に
、
球
が
入
っ
て
お
り
、
海
辺
の
風
が
孔
か
ら
入
る
こ
と

で
、
球
が
動
き
、
音
が
奏
で
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
風
の
強
さ
に
よ
っ
て
も
音
色
は
異
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
風
の
強
弱
に
よ
る
音
色
の
変
化
に

よ
っ
て
、
海
辺
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が
表
わ
れ
ま
す
。 

 

環
境
楽
器
と
は
、
海
の
素
材
を
用
い
て
、
自
然
を
音
と

し
て
表
現
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
人
々
の
海
に

対
す
る
意
識
が
高
揚
し
、
積
極
的
な
海
と
の
交
流
が
生
れ

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
例
え
ば
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
づ
く

り
に
お
い
て
環
境
楽
器
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
中
海
岸
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
さ
ら
に

は
、
海
岸
環
境
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

茅
ヶ
崎
の
浜
辺
づ
く
り
に
お
い
て
は
大
変
参
考
に
な
る

提
案
の
ご
紹
介
で
し
た
。 

  

い
よ
い
よ
冬
も
本
番
を
迎
え
た
平
成

十
二
年
十
一
月
十
九
日
（日
）
、
茅
ヶ

崎
市
役
所
分
庁
舎
の
５
階
Ｄ
会
議
室

に
お
い
て
、
第
三
回
茅
ヶ
崎
の
浜
辺

（中
海
岸
地
区
）づ
く
り
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
協
議
会
に
お
い
て
は
、
近

藤
委
員
長
に
よ
る
三
十
分
程
度
の
講

演
会
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（図
―
①
） 

講
演
会
で
は
海
岸
に
お
け
る
環
境

関
連
の
整
備
（環
境
音
楽
な
ど
）
に
つ

い
て
の
お
話
や
、
日
本
大
学
の
学
生

さ
ん
に
よ
る
提
案
を
数
案
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
第
三
回
協
議
会
の
資
料

説
明
、
そ
し
て
委
員
の
方
々
に
よ
る

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

◇
近
藤
委
員
長
に
よ
る
講
演
会 第 3 回協議会 

平成 12 年 11 月 28 日（日） 

（13：30～16：30） 

１．開会 

２．委員紹介と挨拶 

３．近藤委員長資料説明 

４．協議会資料説明 

（ 休 憩 ） 

５．意見交換 

６．閉会 

図－① 第３回協議会ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

◇
議
題
（資
料
内
容
） ②

中
海
岸
の
汀
線
変
化
イ
メ
ー
ジ
図
（図
―
③
） 

・中
海
岸
の
汀
線
に
つ
い
て
、
二
十
ｍ
前
進
し
た

場
合
、
五
十
ｍ
前
進
し
た
場
合
、
百
ｍ
前
進
し
た

場
合
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
委
員
の
方
々
は
砂
浜
幅
の
増
加
規
模
に
よ
る

整
備
効
果
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。 

 

　　　アクリル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  金属管

＜環境楽器の仕組み②＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風の流れ

環境楽器の仕組み

図－② 環境楽器の仕組み（提案） 

①
人
工
海
浜
に
つ
い
て 

・
人
工
海
浜
に
よ
る
整
備
効
果
を
把
握
す
る
た

め
、
新
潟
県
新
潟
港
西
海
岸
や
茨
城
県
大
洗
港

海
岸
な
ど
の
人
工
海
浜
事
例
を
挙
げ
ま
し
た
。 

・
人
工
海
浜
に
お
け
る
人
々
の
満
足
度
に
関
わ

る
要
因
と
し
て
、
水
質
・
波
浪
条
件
・底
質
・
海

底
勾
配
や
水
温
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
ま
し

た
。 

・
人
工
海
浜
の
基
礎
施
設
に
よ
る
必
要
面
積
や

海
浜
の
管
理
面
に
つ
い
て
整
理
し
ま
し
た
。 

③
海
岸
保
全
施
設
の
提
案 

・
海
岸
保
全
施
設
の
提
案
と
し
て
、
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
ド
、
レ
ン
ズ
礁
、
離
岸
堤
・人
工
リ
ー
フ
な
ど

組
合
せ
た
も
の
も
含
め
て
６
パ
タ
ー
ン
提
案
し

ま
し
た
。
各
提
案
ご
と
に
、
特
徴
や
利
用
面
で

の
効
果
な
ど
を
整
理
し
ま
し
た
。
委
員
の
方
々

か
ら
は
、
各
個
人
の
立
場
に
よ
る
様
々
な
意
見

が
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。 

図－③ 50ｍ前進した汀線イメージ 

《海
岸
保
全
施
設
に
つ
い
て
の
意
見
》 

・人
工
リ
ー
フ
の
配
置
は
、
沖
に
配
置
し
大
き

な
波
を
砕
波
す
る
方
が
、
効
率
的
で
利
用
面

も
安
全
が
確
保
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

↓
沖
に
配
置
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
水
深

が
深
く
な
れ
ば
材
料
費
も
か
か
る
た
め
、
効

果
的
と
思
わ
れ
る
設
置
箇
所
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。 

・
人
工
リ
ー
フ
を
水
没
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
利
用
目
的
に
よ
り
被
害
が
発
生
す
る
の
で

は
な
い
か
。 

↓
沖
合
い
に
配
置
し
、
海
水
浴
者
が
立
ち
上

 

《汀
線
の
前
進
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
意
見
》 

・
汀
線
の
イ
メ
ー
ジ
は
建
設
コ
ス
ト
に
関
わ

っ
て
く
る
が
、
五
十
ｍ
程
度
の
増
幅
が
良
い
の

 

《安
全
・防
災
対
策
に
つ
い
て
の
意
見
》 

・侵
食
傾
向
に
よ
り
、
国
道1

3
4

号
線
ま
で
影

響
が
及
ぶ
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
十
分
焦
点

を
当
て
る
べ
き
で
あ
る
。 

・
危
険
の
起
こ
り
う
る
部
分
の
管
理
や
利
用

に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
や
組
織
を
提
案
し
た
方

が
良
い
。 

・レ
ン
ズ
礁
な
ど
に
よ
り
、
流
れ
が
強
い
所
な

ど
危
険
箇
所
が
増
え
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
な

ど
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。 

《そ
の
他
の
提
案
》 

・
セ
メ
ン
ト
製
造
業
か
ら
生
産
さ
れ
る
残
土

は
安
価
で
あ
り
、
有
効
に
活
用
出
来
る
。 

・サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
堆
積
し
た
箇
所
の

砂
を
運
ぶ
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

↓
一
番
自
然
的
で
良
い
工
法
だ
が
、
運
ぶ
途

中
の
工
法
が
難
し
く
、
維
持
管
理
費
の
問
題

も
あ
る
。 

写真―第３回協議会の様子 

平成１２年 

12 月 16 日 



 
 

 
 

 
 

 
 
 

              
 
 

                                          

                                                         

                                                        

浜
風

 
通

信
 
第

5
号

 
 
平

成
1
２

年
1
2

月
1
6

日
（
土

曜
日

）
 

・汀
線
変
化
の
特
徴 

人
工
リ
ー
フ
と
離
岸

堤
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
中
海

岸
全
域
に
お
い
て
、

偏
る
こ
と
な
く
汀
線

を
維
持
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
（
図
―

⑨
） 

 

 

①
茅
ヶ
崎
の
海
象
条
件 

・茅
ヶ
崎
の
海
象
状
況
と
し
て
、
波
浪
特
性
（波
向
き
・波

高
な
ど
）
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。
茅
ヶ
崎
海
岸
に
来
襲

す
る
波
浪
（換
算
沖
波
）
に
対
し
て
相
模
湾
沿
岸
の
他
の

海
岸
と
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。
（図
―
⑤
） 

・茅
ヶ
崎
の
海
岸
は
、
全
般
的
に
波
高
が
高
く
、
周
辺
の

海
岸
と
比
べ
て
も
強
い
波
浪
が
来
襲
し
て
い
る
海
岸
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

図－⑤ 相模湾沿岸の各地点における水深５ｍでの有義波高 

平成１２年 

12 月 16 日 
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第４回協議会 

平成 12 年 12 月 9 日（土） 

（13：30～16：30） 

 

１．開会 

２．委員紹介と挨拶 

３．資料説明 

（ 休憩 ） 

４．意見交換 

５．協議総括 

６．事例調査について 

７．閉会 

 

図－④ 第４回協議会スケジュール 

第
４
回
協
議
会 
開
催     !! 

年
末
の
押
し
迫
る
平
成
十
二
年
十
二

月
九
日
（土
）、
茅
ヶ
崎
市
役
所
分
庁
舎
に

お
い
て
、
第
４
回
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海

岸
地
区
）づ
く
り
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
（図
―
④
） 

寒
い
中
、
協
議
会
委
員
は
十
三
名
出
席

し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。 

前
回
（第
３
回
）
の
協
議
会
で
は
、
海
岸

保
全
施
設
の
提
案
が
出
さ
れ
た
た
め
、
今

回
（第
４
回
）
の
協
議
会
で
は
、
よ
り
具
体

的
な
保
全
施
設
の
検
討
に
入
っ
て
い
き

ま
し
た
。 

◇
委
員
意
見 

◇
議
題
（資
料
内
容
） 

《中
海
岸
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
意
見
》 

・茅
ヶ
崎
の
海
岸
は
、
何
も
な
い
イ
メ
ー
ジ

と
い
う
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。 

・利
用
面
に
つ
い
て
も
、
自
然
の
素
材
を
活

か
し
た
整
備
に
し
て
、
茅
ヶ
崎
固
有
の
利

用
方
法
を
提
案
し
た
い
。 

 

【レ
ン
ズ
礁
】 

レ
ン
ズ
礁
は
、
下
図
に
示
す
よ
う
に
、
水
域

に
突
出
し
た
構
造
物
で
す
。
水
面
下
で
緩

や
か
な
勾
配
で
広
が
る
形
状
で
あ
る
た

め
、
漁
業
活
動
へ
の
影
響
の
軽
減
が
期
待

で
き
ま
す
。 

【ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
】 

海
岸
保
全
対
策
と
し
て
堆
砂
を
目
的
と

し
た
施
設
で
あ
る
の
で
、
保
全
機
能
の
点

か
ら
、
横
堤
の
延
長
や
沖
出
し
距
離
等
に

つ
い
て
の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
安
全
面
に
配
慮
し
、
人
の
吸
い
込
み
防

 

②
保
全
施
設
の
配
置
検
討 

・海
岸
保
全
施
設
の
提
案
に

お
い
て
、
保
全
方
法
ご
と

（
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
、
レ
ン
ズ

礁
、
人
工
リ
ー
フ
、
離
岸
堤

な
ど
）
に
汀
線
変
化
の
傾
向

は
異
な
り
ま
す
。 

・現
状
の
ま
ま
何
も
対
策
を

講
じ
な
い
場
合
は
、
下
図
に

示
す
よ
う
に
汀
線
が
変
化

 

 

今
回
の
協
議
会
で
は
、
保
全
施
設
な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
な
っ
た
た
め
、
討

論
に
お
い
て
も
具
体
的
な
保
全
方
針
や
、

構
造
物
の
安
全
面
に
つ
い
て
の
意
見
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。 

《保
全
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
》 

・
レ
ン
ズ
礁
は
、
漁
業
に
影
響
は
な
い
た

め
、
漁
業
の
利
用
面
で
は
問
題
が
な
い
。 

・
レ
ン
ズ
礁
は
、
前
面
の
海
の
景
観
が
確
保

で
き
、
海
と
の
繋
が
り
を
保
つ
こ
と
が
可

能
で
あ
る
た
め
、
良
い
の
で
は
な
い
か
。 

・
レ
ン
ズ
礁
は
、
養
浜
効
果
や
危
険
性
、
地

曳
網
な
ど
の
関
係
か
ら
考
え
る
と
良
い
。 

・養
浜
の
際
、
粒
径
や
比
重
な
ど
に
つ
い
て

動
き
に
く
い
砂
を
検
討
し
、
投
入
し
た
方

が
良
い
。 

・
あ
ま
り
お
金
を
か
け
ず
に
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
た
よ
う
な
砂
を
守
る
だ
け
の
施

 

《安
全
面
に
つ
い
て
の
意
見
》 

・
危
険
箇
所
を
海
域
利
用
者
に
対
し
て
強

調
・
認
知
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
が
必
要
で

あ
る
。 

・構
造
物
を
最
小
限
に
抑
え
た
い
が
、
人
工

リ
ー
フ
な
ど
水
没
型
の
構
造
物
で
は
視
覚

的
に
危
険
性
を
認
知
で
き
な
い
た
め
、
危

険
で
あ
る
。 

・
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
を
数
基
配
置
す
る
と
危

険
箇
所
が
増
し
て
し
ま
い
安
全
性
が
欠
如

す
る
の
で
は
な
い
か
。 

こ
れ
ま
で
の
討
議
を
踏
ま
え
て
、
第
４
回
の
協
議
会
は
、

次
に
示
す
よ
う
な
議
題
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

茅
ヶ
崎
海
岸
の
海
象
条
件
を
再
度
確
認
し
な
お
し
、

海
岸
保
全
施
設
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

 

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

沖波向に対応した有義波高(m)

有
義

波
高

　
H
1
/
3
(m

)

鎌倉 江ノ島 茅ヶ崎 平塚 大磯 小田原 真鶴 湯河原

鎌倉 3.5 3 . 6 3.6 3 . 7 3.7 3.7 3 . 8 3.8 3 . 9 3 .9 3.9 3 . 9 4.0 3 . 9 4 .0 4.0 4 . 0 4.0 4.0

江ノ島 3.8 3 . 8 3.9 3 . 9 3.9 3.9 4 . 0 4.0 4 . 0 4 .0 4.0 4 . 1 4.1 4 . 1 4 .1 4.1 4 . 1 4.1 4.1

茅ヶ崎 4.0 4 . 0 4.0 4 . 0 4.1 4.1 4 . 1 4.1 4 . 1 4 .1 4.1 4 . 1 4.1 4 . 0 4 .0 4.0 4 . 1 4.1 4.1

平塚 4.1 4 . 1 4.1 4 . 1 4.1 4.1 4 . 1 4.2 4 . 2 4 .1 4.2 4 . 2 4.1 4 . 1 4 .0 4.1 4 . 1 4.1 4.1

大磯 4.1 4 . 1 4.1 4 . 1 4.1 4.1 4 . 1 4.1 4 . 1 4 .1 4.1 4 . 1 4.1 4 . 1 4 .1 4.1 4 . 1 4.1 4.0

小田原 4.1 4 . 1 4.1 4 . 1 4.0 4.0 4 . 0 4.0 4 . 0 4 .0 3.9 3 . 9 3.9 3 . 9 3 .9 3.9 3 . 9 3.9 3.9

真鶴 4.1 4 . 1 4.1 4 . 1 4.1 4.1 4 . 1 4.1 4 . 0 4 .0 4.0 4 . 0 4.0 3 . 9 3 .9 3.9 3 . 9 3.9 3.8

湯河原 4.1 4 . 1 4.1 4 . 1 4.0 4.0 3 . 9 3.9 3 . 9 3 .9 3.9 3 . 9 3.8 3 . 8 3 .8 3.7 3 . 7 3.7 3.7
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サイクリングロード 

【人
工
リ
ー
フ
＋
離
岸
堤
】 

人
工
リ
ー
フ
は
水
没
型
で
あ
る
た
め
、
景

観
へ
の
影
響
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
離

岸
堤
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
消
波
ブ
ロ
ッ

 

 

こ
れ
ま
で
の
海
岸
保
全
施
設
の
提
案
を

踏
ま
え
、
「海
岸
保
全
」「利
用
」「環
境
」
の
３

つ
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、
中
海
岸
に
ふ

さ
わ
し
い
海
岸
保
全
施
設
に
つ
い
て
、

様
々
な
視
点
か
ら
検
討
し
ま
す
。 

離岸堤 

・汀
線
変
化
の
特
徴 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
は
、
施
設
間
の
距
離
に
よ

っ
て
堆
砂
効
果
が
異
な
り
ま
す
。
施
設
間

の
距
離
が
離
れ
す
ぎ
た
り
、
狭
す
ぎ
た
り

す
る
と
効
果
が
弱
ま
り
、
侵
食
作
用
を
受

け
て
し
ま
い
ま
す
。
（図
―
⑥
） 

・汀
線
変
化
の
特
徴 

現
在
最
も
侵
食
が

激
し
い
野
球
場
前

面
に
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
中
央

部
付
近
で
の
汀
線

前
進
と
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
ド
付
近
、
漁
港

付
近
で
汀
線
維
持

効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
（図
―
⑧
） 

写真―第 4 回協議会の様子 

人工ﾘｰﾌ  
図－⑥ ヘッドランドイメージ図 

図－⑨ レンズ礁イメージ図 

図－⑧ レンズ礁イメージ図 

図－⑦ レンズ礁イメージパース 

レンズ礁水没部 

人工ﾘｰﾌ 


